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女
性
専
用
の
内
科
外
来

女
性
専
用
の
内
科
外
来
？？

傷
跡
を
き
れ
い
に
す
る
診
療

傷
跡
を
き
れ
い
に
す
る
診
療
？？

画
像
診
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門
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師
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画
像
診
断
専
門
医
師
が
い
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？？

病
理
検
査
専
門
医
師
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い
る

病
理
検
査
専
門
医
師
が
い
る
？？

抜
糸
し
な
い
手
術

抜
糸
し
な
い
手
術
？？

　
院
長
に
就
任
し
て
７
か
月
が
過

ぎ
ま
し
た
。
課
題
山
積
で
は
あ
る

も
の
の
「
市
民
病
院
は
、
変
わ
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
思
い

で
改
革
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
そ

し
て
、
最
近
少
し
ず
つ
変
化
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、
７
月
の
救
急
車
搬
入

患
者
数
は
医
師
を
は
じ
め
と
す
る

病
院
ス
タ
ッ
フ
の
努
力
に
よ
り
、

過
去
最
高
の
４
０
４
人
（
１
日
平

均
　
人
）
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

１３
は
昨
年
７
月
の
１
・
３
倍
を
超
え
、

市
消
防
本
部
か
ら
の
搬
入
率
は
、

当
院
の
マ
ン
パ
ワ
ー
と
し
て
は
ほ

ぼ
限
界
で
あ
る
全
搬
送
患
者
数
の

３
分
の
２
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
麻
酔
科
医
師
の
増
員
に

よ
り
、
　
月
か
ら
は
常
勤
麻
酔
医

１１

が
３
人
体
制
（
６
月
ま
で
は
１
人

体
制
）
と
な
り
、
今
ま
で
よ
り
緊

急
手
術
な
ど
の
対
応
も
容
易
と
な

り
ま
す
。
引
き
続
き
医
師
の
確
保

に
力
を
入
れ
、
地
域
医
療
を
充
実

さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
今
号
で
は
現
在
当
院
で

行
っ
て
い
る
診
療
の
中
で
も
、
意

外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ

い
て
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
ご
紹
介

し
ま
す
。

西
尾
市
民
病
院

院
長
　
禰
宜
田
政
隆

患
者
が
一
番
多
い
科

患
者
が
一
番
多
い
科
？？
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女
性
の
心

と
体
を
総
合

的
に
診
る
医

療
を
目
指
し

て
、
８
月
か

ら
「
女
性
内

科
外
来
」
を

開
設
し
ま
し

た
。
女
性
外

来
と
は
、
女
性
に
よ
く
起
こ
る
体

の
疲
れ
や
心
の
問
題
、
ど
こ
の
診

療
科
に
行
け
ば
い
い
の
か
分
か
ら

な
い
体
調
不
良
、
不
安
や
疑
問
な

ど
に
答
え
る
健
康
相
談
の
窓
口
と

し
て
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
当
院
で
は
女

　
　
　
　
　
　
　
　
性
が
気
軽
に

　
　
　
　
　
　
　
　
受
診
・
相
談

　
　
　
　
　
　
　
　
で
き
る
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
に
、
診
察
・

　
　
　
　
　
　
　
　
検
査
な
ど
全

　
　
　
　
　
　
　
　
て
女
性
ス
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
ッ
フ
が
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
い
ま
す
。

　
形
成
外
科
は
、
な
じ
み
が
な
い

た
め
知
ら
な
い
方
も
多
い
の
で
す

が
、
主
に
体
の
表
面
に
あ
る
疾
患

の
治
療
を
行
い
ま
す
。
例
え
ば
、

「
下
が
っ
た
ま
ぶ
た
を
上
げ
た
い
」

「
あ
ざ
や
シ
ミ
、
ほ
く
ろ
を
取
り

た
い
」
「
傷
痕
を
き
れ
い
に
し
た

い
」
な
ど
の
症
状
で
は
形
成
外
科

が
診
療
に
あ
た
り
ま
す
。
そ
の
ほ

か
、
顔
の
外
傷
や
ケ
ロ
イ
ド
、
乳

が
ん
な
ど
で
取
り
除
い
た
乳
房
の

再
建
、
悪
性
腫
瘍
に
関
連
す
る
再

建
、
顔
面
神
経
 麻
  痺
 な
ど
多
岐
に

ま
 

ひ

渡
っ
て
い
ま
す
。
他
科
と
も
連
携

し
な
が
ら
、
丁
寧
に
診
察
し
ま
す
。

　
ま
た
、
肌
の
老
化
に
対
し
、
ア

ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
（
老
化
防
止
・

若
返
り
）
の
た
め
の
ス
キ
ン
ケ
ア

外
来
を
行

っ
て
い
ま

す
。
予
約

制
で
自
費

診
療
に
な

り
ま
す
。

内科 都筑正内科　都筑正美美

女性はホルモンの働きも、かかりや
すい病気も、 コ  コ  ロ のあり方も男性

● ● ●

とは異なります。当院では、時間を
かけて診察や相談ができるように予
約制としています。気軽にお電話く
ださい。

形成外科部長 木内達形成外科部長　木内達也也

シミやソバカス、小じわ、赤ら
顔、ニキビ、ニキビ痕などスキ
ントラブルの相談も気軽にご利
用ください。必要に応じて女性
医師が対応します。

▼

Ｕ
Ｖ
カ
メ
ラ
で
隠
れ
た

シ
ミ
を
撮
影
し
た
画
像
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各
科
が
依
頼
す
る
検
体
の
病
理

診
断
を
す
る
科
が
病
理
診
断
科
で

す
。
病
理
専
門
医
と
臨
床
検
査
技

師
が
協
力
し
合
い
、
病
理
組
織
検

査
（
年
間
約
３
０
０
０
件
）
、
細

胞
診
（
年
間
約
４
０
０
０
件
）
、

病
理
解
剖
（
年
間
約
　
例
）
を
行

１０

っ
て
い
ま
す
。

　
悪
性
腫
瘍
と
し
て
治
療
す
る
た

め
の
最
終
診
断
を
す
る
た
め
、
誤

診
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

名
古
屋
大
学
病
院
や
名
古
屋
第
一

赤
十
字
病
院
、
第
二
赤
十
字
病
院

の
病
理
部
門
と
連
携
し
な
が
ら
、

ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
で
診
断
の
精
度

向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
迅
速
な

報
告
も
心
掛

け
て
お
り
、

通
常
１
週
間

以
内
に
は
担

当
医
に
結
果

を
報
告
し
て

い
ま
す
。

病理診断科部長 伊藤真病理診断科部長　伊藤真文文

　顕微鏡という眼を持つ病理医の仕
事として、術中迅速診断も行ってい
ます。がんの摘出手術などの時に、
がん細胞の取り残しがないかを顕微
鏡で確認します。

　
外
科
の
常
勤
医
師
は
７
月
か
ら

１
人
増
員
さ
れ
て
６
人
体
制
と
な

り
、
全
員
　
年
以
上
の
経
験
を
持

１０

つ
ベ
テ
ラ
ン
医
師
で
す
。

　
外
科
の
手
術
で
は
、
赤
外
観
察

カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
（
肉
眼
で
は
見

え
な
い
近
赤
外
像
を
観
察
す
る
ビ

デ
オ
カ
メ
ラ
）
を
使
い
、
組
織
表

面
下
の
血
管
や
リ
ン
パ
管
の
動
き

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
観
察
し
な
が

ら
行
い
ま
す
。
ま
た
、
ほ
ぼ
抜
糸

の
必
要
の
な
い
手
技
を
行
い
、
患

者
の
負
担
を
極
力
減
ら
す
よ
う
に

努
め
て
い
ま
す
。
　
年
度
は
４
４

２４

１
件
の
外
科
手
術
を
行
い
ま
し
た
。

外科部長 上村孝外科部長　上村孝法法

　抜糸は苦痛を伴います。抜
糸の必要のない手技は、術後
に行う抜糸が不要になるため
苦痛もなくなります。

▼

甲
状
腺
が
ん
の
細
胞
像
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当
院
に
開
業
医
な
ど
か
ら
紹
介

い
た
だ
い
た
患
者
の
件
数
は
、
　２４

年
度
で
８
４
０
５
件
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
一
番
多
い
科
は
、
１
１

５
７
件
の
消
化
器
内
科
で
し
た
。

　
消
化
器
内
科
は
、
胃
、
大
腸
、

肝
臓
、
膵
臓
、
胆
道
系
の
病
気
を

診
療
す
る
科
で
す
。
ま
た
、
関
心

が
高
ま
っ
て
い
る
ピ
ロ
リ
菌
除
菌

も
行
っ
て
い
ま
す
。
最
近
は
技
術

が
向
上
し
、
フ
ァ
イ
バ
ー
ス
コ
ー

プ
の
管
も
細
く
な
り
、
苦
痛
も
少

な
い
内
視
鏡
検
査
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
こ
数
年
、
大
腸
が
ん
の
症
例

が
増
え
て
い
ま
す
の
で
、
検
診
で

便
潜
血
反
応
が
陽
性
の
と
き
は
、

大
腸
内
視
鏡
検
査
を
勧
め
て
い
ま

す
。
通
常
の
検
査
は
　
～
　
分
程

１０

２０

度
で
終
わ
り
ま
す
。

　
肝
臓
病
は
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン

な
ど
の
治
療
薬
が
進
歩
し
た
た
め
、

Ｃ
型
肝
炎
の
治
癒
率
も
向
上
し
ま

し
た
。

内科部長 長谷川太内科部長　長谷川太作作

　当院は画像診断専門医や病理診断
専門医が常勤でおり、外科医も充実
しています。そのため、早期診断・
早期治療が可能となり、消化器内科
の初診患者も多くなりました。

　
各
科
の
依

頼
に
よ
る
Ｃ

Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ

な
ど
の
検
査

画
像
を
診
断

し
て
、
主
治

医
に
診
断
結

果
を
報
告
し
て
い
る
放
射
線
診
断

専
門
医
で
す
。
院
内
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
医
療
機
関
か
ら
の
依
頼
に

も
応
じ
て
い
ま
す
。
　
年
度
の
依

２４

頼
件
数
は
、
９
５
８
件
で
し
た
。

　
最
新
鋭
の
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス
Ｃ

Ｔ
を
２
台（
　
列
・
　
列
）導
入
し

６４

８０

た
こ
と
で
、
短
時
間
で
精
密
な
撮

影
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
局
所
麻
酔
を
す
る

こ
と
で
患
者
さ
ん
に
与
え
る
負
担

が
少
な
い
Ｉ
Ｖ
Ｒ
と
い
う
治
療
法

も
行
っ
て
い
ま
す
。
画
像
を
見
な

が
ら
血
管
内
に
カ
テ
ー
テ
ル
（
細

い
管
）
を
入
れ
た
り
、
体
内
の
病

変
に
、
体
の
表
面
か
ら
針
や
チ
ュ

ー
ブ
を
誘
導
し
た
り
し
て
行
う
治

療
で
す
。
ま
た
、
が
ん
治
療
の
一

つ
と
し
て
、
切
ら
ず
に
治
す
放
射

線
治
療
も
行
っ
て
い
ま
す
。

放射線科部長 髙井勝放射線科部長　髙井勝文文

　ＩＶＲ（放射線診断技術
の治療的応用）専門医でも
あり、年間 １ ０ ０ 件以上担当
しています。当院は、県内
では数少ないＩＶＲ専門医
修練施設に認定されていま
す。


